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月刊「あったかいご通信」を発行する土地活用研究会は、地域密着の建設会社が福祉施設の開

業をサポートする全国50社の国内最大級のネットワークです。毎月、業界の最新情報や成功

事例をお届けします。業界全般の最新情報や経営のコツ、利用者募集や人材マネジメントなど

リクエストも大歓迎です！
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スマホ使って業務の効率UP
職員間連絡やケア記録もアプリで

千葉県の社会福祉法人福祉楽団（飯田
大輔理事長）は、スマートフォンを活用
した業務効率化に取り組んでいる。職員
間の連絡やケアの記録もアプリを利用。
ＩＣＴ（情報通信技術）化に向けて、専
門職員も雇用した。実際に活用する現場
を訪ね、導入の効果について聞いた。

「夜勤リーダーから連絡します」－－。
福祉楽団が運営する特別養護老人ホーム
「杜の家なりた」では、午後９時と午前
５時の申し送りをスマホのアプリ「Ａｌ
ｄｉｏ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ」（アル
ディオ・エンタープライズ）の音声通話
で行う。

職員は常にスマホを携帯し、無線のイ
ヤホンを装着。アルディオを起動し、画
面の大きなボタンを押しながら話せば、
全員に声が届く。範囲を指定したグルー
プ通話や、個人通話もできる。

アルディオは（株）シアンス・アール
が開発した製品で、利用料は１台月６０
０円から。話す内容は自動ですぐにテキ
スト化され、英語やベトナム語など１４
カ国語に翻訳できるのも特長だ。音声も
含めてデータが保存されるため、聞き漏
らしもない。

また、福祉楽団は利用者のケア記録も
スマホで完結する。ケアコラボ（株）が
提供するアプリ「ケアコラボ」は、利用
者ごとにプロフィルを登録。日々の記録
を文章や写真、動画で残すことができ、
分かりやすいデザインなのが特徴だ。食
事や水分量、排せつなど指定の情報は家
族と共有する。

このほか福祉楽団では、マットレス下
のセンサーで心拍数などを測定し利用者
の状態を把握する「眠りＳＣＡＮ」や、
勤怠管理の「サイボウズ」、社内チャッ
ト「スラック」など複数のアプリを活用
している。

ＩＣＴ化に向けては費用対効果を求め
ているわけではないという。しかし、総
務部ＩＣＴ推進チームの平野源さんは
「就職活動中の若手人材の食いつきが全
然違う」と意外なメリットを口にする。

もちろん導入したものの、廃止を検討
するサービスも中にはある。「介護の現
場へのＩＣＴ導入は、分かりやすいデザ
インで、職員の満足度をいかに上げられ
るかが鍵だ」と話す。
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